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１．目　的
　東日本大震災から４カ月以上が経った現在においても、未だ多くの人が大きな負担と不安を抱えながらの生活を余儀なくされています。
　これまで、被災地の災害ボランティアセンターでは、被災された方々と全国から駆けつけるボランティアを被災者主体の視点から適切・効果的につなげる総合調整機能を果たしてきました。そして今、被災者の多くが「避難所」から「応急仮設住宅」に移りつつあり、ボランティアに求められるニーズもそれに伴い変化してきている状況です。

　このように、めまぐるしく変化する被災地ニーズに対し、適切に応えていくためには、何が必要で何をしなければいけないのでしょうか。

　本講座では、これから被災地へボランティア活動に行かれる方、災害ボランティア活動を考えておられる方また、沖縄県内へ避難されてきた方への支援を考えておられる方に対して、その想いと行動が有効な復興支援につながることを目指し開催します。
２．主　催　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター）
３．日　時　　平成２３年８月３１日（水）１８：３０～２０：３０（１８：００～受付）

４．場　所　　沖縄県総合福祉センター　東棟４階４０３教室　（那覇市首里石嶺町4－373－1）

５．定　員　　８０名　（先着順。定員に達し次第締め切ります）

６．対　象　　被災地及び県内に避難されてきた方への支援やボランティア活動に関心のある方
７．参加費　　一人　１，０００　円　（税込み）　　

８．申込方法　 別紙申込書に記載の上、≪8月24日（水）≫までにお申込み下さい。
　　　　　　　　申込み後、速やかに下記の講座への振込みをお願いいたします。振込手数料につきましては、

　　　　　　　　参加者負担となります。当日の入金は受付けておりませんのでご了承ください。

　　　　　　　　なお、領収書の発行は予定しておりません。必要な場合は予めご連絡お願いいたします。
　 　　　　　　注１）参加申込書は⇒http://volunchu.net/からもダウンロードできます。

　　　　　　　 注２）振込後の参加費のご返金は致しません（開催の延期・中止の場合を除く）

	振込み先：琉球銀行　石嶺支店  支店：３２３　普通口座　No．３１６１１６

　名　義：社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　会長　新垣　雄久

フ　 フ リ ガ ナ：フク.オキナワケンシャキョウ


９．講　師　　桑原　英文さん　（一般社団法人 コミュニティ・4・チルドレン代表理事ＪＰＣom代表　）

　1964年生まれ。東京農業大学卒。NGO職員、兵庫県社会福祉協議会
等を経て、2002年、JPCom（ Japan Philippines Community & Commun
ication）設立。主にフィリピンで、経済的貧困層やしょうがい児の
自立支援をめざして、コミュニティケアを進めてきた。

　本年6月、コミュニティ・4・チルドレンを設立、アジアの子ども
たちが、元気で幸せに成長することができる地域社会づくりを進めて
いるフィリピンやタイ、日本のNGO/NPOの支援を開始した。

災害支援関連】
　阪神淡路大震災では、朝日新聞厚生文化事業団の朝日ボランティア基地チーフコーディネーターとし
て6ヶ月間被災者支援に従事し、その後5年間に渡って兵庫県社会福祉協議会ボランティア・市民活動
センター主事として復興支援などを担当。その後多くの被災地で支援活動を行った。

　東日本大震災の発生後3月19日以降、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（事務局：中央共
同募金会）の幹事として宮城県全域の災害ボランティアセンターの運営支援を行っている。

10．内　容　　・これまでの約半年間の被災地における支援活動を振返る

　　　　　　　・現在の被災者（地）の様子を知る

・いま、災害ボランティア活動に必要とされていること

・これからの被災者支援やボランティア活動の状況について

・沖縄からでもできる支援とは　　他
11．その他

　　・　駐車場が限られているため、公共交通機関及び乗り合わせてのご来場をお願いします。

　　
　　・　個人情報の取り扱いについて、「参加申込書」に記載された個人情報は、当研修会の運営管理の目
　　　　的にのみ利用させていただきます。なお、当研修会で配布する名簿にお名前と団体名、アンケート
　　　　の内容を掲載いたします。
　　

　　・　台風接近により、公共交通機関がストップした場合や、その他の影響により研修会の開催ができない場
　　 　　合は、延期または中止いたします。（延期・中止のお知らせは下記のＨＰ等でお知らせいたします。）
12．申込み及び問合せ先

　　　社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　沖縄県ボランティア・市民活動支援センター

　　　　〒903‐8603　那覇市首里石嶺町４－３７３－１　（担当：新屋、西）

　　　　電話：０９８－８８４－４５４８　ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５　

　　　　E-Mail：vol＠okishakyo.or.jp　　HP「ボランチュねっと」　http://volunchu.net/

【送信先ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５】　　　　　　　締切：８月２４日（水）
＝＝＝＝沖縄県ボランティア・市民活動支援センター＝＝＝＝
災害ボランティア講座 第2弾
～いま、求められるボランティア活動とは～
★　申　込　書　★
	
	お名前
	ご所属
	ご連絡先（TelやFaxなど）
	災害ボランティア経験の有無

	１
	
	
	
	有 ・ 無

	２
	
	
	
	有 ・ 無

	３
	
	
	
	有 ・ 無

	４
	
	
	
	有 ・ 無

	■講座に期待すること・学びたいことを教えてください。




送信後は電話などで着信をご確認ください。
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